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西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
―
受
賞
に
つ
い
て 

株
式
会
社 

酒
井
組 

雨 

宮 
 

享 
  

第
一
回
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
名

誉
な
賞
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
技
術
者
と
し
て
、
と
て
も
光
栄
に
思
い

ま
す
。 

 

西
多
摩
地
区
は
、
交
通
の
厳
し
い
都
市
部
か

ら
急
斜
面
の
山
岳
地
域
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、
会
社
・

役
所
・
各
省
庁
・
地
元
住
民
等
が
一
丸
と
な
り
、

工
事
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。 

 

今
ま
で
施
工
し
た
工
事
の
中
で
、
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
平
溝
川
大
橋
の
工
事
で

す
。
都
道
一
九
三
号
線
で
一
車
線
（
乗
用
車
が 

ぎ
り
ぎ
り
通
行
で
き
る
）
を
解
消
す
る
為
、
奥

澤
橋
梁
（
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
）
の
下
に
交
差
で
橋
を

架
け
、
対
面
通
行
に
す
る
工
事
で
す
。
奥
澤
橋 

梁
を
挟
ん
で
北
側
に
橋
脚
、
南
側
に
橋
台
を
造

り
ま
す
。 

現
道
が
狭
く
、
奥
澤
橋
梁
が
あ
る
為
、
南
北

に 

に
機
械
及
び
材
料
の
移
動
が
出
来
ず
橋
台
は

青
梅
街
道
側
か
ら
、
橋
脚
は
成
木
側
か
ら
入
り

同
時
作
業
で
行
い
ま
し
た
。 

橋
脚
を
施
工
す
る
に
当
た
り
、
仮
桟
橋
を
造

り
橋
脚
作
業
用
の
ヤ
ー
ド
及
び
通
路
の
確
保

を
行
い
ま
し
た
。
桟
橋
作
業
は
、
通
行
止
め
で

行
う
為
、
一
ヶ
月
以
上
前
か
ら
協
議
し
住
民
の

理
解
を
得
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
施
工
は
急

傾
斜
地
の
為
、
枠
組
足
場
が
設
置
困
難
な
の
で
Ｓ

Ｂ
工
法
を
採
用
し
安
全
確
保
及
び
工
期
短
縮
を

行
い
ま
し
た
。 

橋
脚
（
深
礎
工
法
）
は
、
当
初
制
御
発
破
で 

役
二
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
都
道
一
九
三
号

線
、
四
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
民
家
が
あ
る
。

又
、
橋
梁
付
近
に
Ｊ
Ｒ
の
振
動
計
が
あ
り
ま

す
。 

振
動
測
定
調
査
を
元
に
、
東
京
都
・
Ｊ
Ｒ
と
協

議
し
安
全
面
か
ら
発
破
工
法
は
不
可
能
と
な

り
静
的
破
砕
材
工
法
へ
変
更
し
、
無
事
に
完
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
こ
れ
か
ら
も
こ
の
賞
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
技
術
屋

と
し
て
、
会
社
及
び
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

有
限
会
社 

中
村
組 

代
表
取
締
役 

中 

村 

孝 

行 

 

（
㈱
島
田
組 

協
力
会
社
） 

有
限
会
社
中
村
組
代
表
取
締
役
中
村
孝
之
で

す
。 

こ
の
度
、
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
の
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

高
校
を
卒
業
後
、
家
業
で
あ
る
有
限
会
社
中
村

組
に
入
り
、
下
水
道
工
事
の
現
場
か
ら
は
じ
め
河

川
工
事
や
道
路
改
修
工
事
、
舗
装
工
事
な
ど
祖
父

の
時
代
か
ら
株
式
会
社
島
田
組
様
の
も
と
、
工
事

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
経
験
や
技
術
を
身
に
付
け

日
々
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
間
知
ブ
ロ
ッ
ク

や
街
き
ょ
の
施
工
に
は
自
信
が
あ
り
毎
日
が
勉
強

の
日
々
で
す
。 

今
後
は
も
っ
と
若
手
の
育
成
に
尽
力
す
る
と
共

に
新
し
い
工
法
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
自
身
も
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

野
村
興
業 

 

野 

村 
 

 

功 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
成
友
興
業
㈱ 

協
力
会
社
） 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

私
は
、
東
京
都
は
八
王
子
生
ま
れ
の
現
在
四
十
歳
の
自
営
業
で
す
。 

私
は
、
十
六
歳
か
ら
働
い
て
い
る
の
で
、
現
在
で
二
十
四
年
土
木
業
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
技
術
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
苦
労
も
多
く
一

時
は
土
木
の
仕
事
を
辞
め
よ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一

つ
の
経
験
と
し
て
私
が
ま
だ
二
十
三
歳
の
頃
、
町
田
の
一
〇
〇
宅
地
は
宅
地
造

成
の
現
場
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
場
最
初
の
仕
事
と
し
ま
し
て
雨
水
の
水
の
調

整
を
行
う
調
整
池
と
し
て
施
工
の
仕
事
で
し
た
。
面
積
に
し
て
千
平
米
は
あ
る

と
て
も
大
き
な
調
整
池
で
し
た
。
そ
の
当
時
ま
だ
私
は
、
技
術
も
技
能
も
未
熟

者
で
０
．
７
の
大
型
重
機
で
作
業
を
行
っ
て
ま
し
た
が
、
重
機
足
場
が
悪
く
大

型
重
機
が
ぬ
か
る
み
に
嵌
っ
て
動
け
な
く
な
る
と
い
う
失
敗
を
し
て
元
請
の

人
た
ち
や
会
社
の
皆
ま
で
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間

と
し
て
未
熟
だ
っ
た
私
は
、
周
り
の
人
や
元
請
の
人
達
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
最
後
ま
で
自
分
の
こ
と
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
元
請
や
会
社

の
人
達
が
い
て
大
き
な
現
場
（
五
年
間
）
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
現
場
が
、
私
の
技
術
や
技
能
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
と
て
も
成
長
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。 

今
現
在
独
立
し
て
一
年
七
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
た
仕
事
の
や
り
方
を
次
の
世
代
の
若
い
人
達
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
度
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
と
て
も
名
誉
あ
る
賞
を

貰
え
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
為
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
元
請
さ
ん
の
為
、
そ

し
て
自
分
自
身
の
為
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
輩
者
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

私が受賞いたしました「平成２６年度東京都

建設局長賞」について、簡単ではありますが、

体験記として筆をとらせていただきます。 

〈工事概要〉 

1.工事件名   

路面補修工事（25二の 5・歩道改善） 

2.工事場所   

東京都世田谷区上馬五丁目から同区三軒茶

屋二丁目地内まで外 1 箇所、主要地方道環

状七号線（第 318号）環七通り外 1路線 

3.工  期   

平成２５年７月１日～平成２６年３月１９日 

 

本工事の内容の概略を説明いたしますと、主

に環 7側道と世田谷通りの２工区に分かれ歩道

部構造物及び舗装打換え。車道部街渠及び舗装

打換え等を約半年間（夜間作業）にて現場を竣

工いたしました。 

当初は、設計にも「施工困難」と詠っており

若林交差点も毎日のようにラジオの交通情報

で渋滞が発生する場所と知っておりましたの

で、内心着工までは不安が募る日々でありまし

た。しかし、現場が進むにつれて以外にやり易

さを感じてきました。それはあまりに現場が街

場であるせいかビルやマンションが多く戸建

の民家が少ない事です。また、事前の工事通知

と中間時のお知らせを１万２千通以上配布す

ることにより徹底的に住民への周知を行うと

ともに建物の出入口付近を重点的に注意を払

う事、構造物のフォーメンションが上がる事に

よる段差すりつけ時に発生する合材飛散の防

止清掃を行い常に綺麗な現場である事に心掛

けました。 

結果、着工から竣工まで 1件の苦情も出る事

はありませんでした。更に、車道規制時には車

両の流れに極力影響が出ないように、常に相互

通行を確保できるような区割りを考え渋滞が

発生しないようスムースな規制出し、規制撤去

を遂行できるように毎日の T.B.Mにて作業員の

打合せを密に行った結果、大きなトラブル・渋

滞も発生せずに無事完成に至りました。 

以上の結果が今回の受賞に繋がったと自負

しております。今後もこの受賞経験を機に更な

る技術の向上と、仕事に対する熱意をもって職

務にあたり安心安全できれいな現場作りに励

む所存であります。 
 

 施工体験記  

大倉企業株式会社  

工事部 田 中  暢 明 
 

 
◇死を招く熱中症を防げ◇ 

建災防・西多摩分会 

毎年、夏に集中して熱中症が発生しています。 

作業前 ・ 作業中  所長・職長等による体調確認 
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 ６ 月 事 業 報 告  

３日 「若年者入職促進イベント」第３回実行委員会 

９日 災害対策安全委員会 

１１日 事業委員会 

１２日 広報委員会 ２５１号編集 

１５日 総務委員会 

１７日 理事会 

１７日 三多摩建設業連合会 定期総会 （八王子市内） 

１９日 建災防東京支部西多摩分会 定期総会 

    １部 安全週間説明会  

２４日 秋川流域委員会 

２５日 若手経営者の会 役員会 

３０日 多摩地区建設業 合同企業説明会開催 

     会場：日本工学院八王子専門学校 ２０社参加 

           主催 三多摩建設業連合会 

              東日本建設業保証㈱ 

 ７ 月 事 業 計 画  

８日 西多摩分会 安全パトロール 

９日 事業委員会 

１０日 広報委員会 ２５２号編集 

１３日 総務委員会 

１５日 理事会 

１６日１７日 岩手県釜石地区への視察研修及び意見交換会 

（東日本大震災復興支援被災地視察研修実施） 

２３日 若手経営者の会 役員会 

２４日 「若年者入職促進イベント」実行委員会 

３０日 平成２７年度東日本建設業保証㈱共催経営講習会 

     午後２時から      
 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  青梅校 2015年度開講講座 

◎宅地建物取引士  直前対策講義 
・講義日時    ７月下旬（水）～９月下旬 

           １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  
    ・平成２７年８月～ １０月 （予定） 

      毎週 月・水  １８時３０分～２０時３０分  

（曜日が変更の場合あり） 

◎２級土木施工管理技士コース 

・本講義  ７月１４日（火）～１０月１３日（火） 

毎週 火・木  １８時４０分～２０時４０分  

 

◎２級建築施工管理技士コース 

・本講義 ８月１７日（月）～１１月１日（日） 

毎週 月・水  １８時４０分～２０時５０分  

         １１月１日（日）のみ  ９時～１５時 

   

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅校（西建協）事務局  0428-22-6245  

日建学院 立川校  042－527－3291   担当：澤田 

 

平成２７年度経営講習会のお知らせ 

東日本建設業保証㈱共催  （事業委員会） 

日 時  ７月３０日（木） （受付１３時３０分～） 

       午後２時から午後４時まで 

会 場  西多摩建設業協同組合 三階大会議室 

講習テーマ  決めては印象力！ 

～「感じがいい」と思われる人になるために～ 

受講対象者  経営者・後継者・経営幹部・現場代理人 

講 師  田中 アイ 先生（フリーアナウンサー）  

         イメージアップコンサルタント 

申込期限  ７月１７日まで 

定  員  ６０名（先着順） 

講習の概要 

人の印象と、仕事を円滑に進めていくことは密接に関係

しています。相手から「感じが悪い」と思われてしまうと、

コミュニケーションは停滞し、仕事を進めていくうえで

様々な弊害を引き起こしていくことにもなりかねません。 

一方「あの人なんか感じがいい」と思われると、自然と

人間関係を円滑にしていくことにつながり、そのことが仕

事の効率を高め、現場の事故を防ぎ、さらには新しい想像  

力を生み出すきっかけにもなります。 

 

 

西多摩建設業協同組合は下記の花火大会に協賛しています  

◎第６７回 青梅市納涼花火大会 

   日時 ８月１日（土） 荒天の場合は翌２日（日）  

午後７時１５分から８時４０分 

   会場 青梅市永山公園グランド 

◎第３８回 奥多摩納涼花火大会 

日時 ８月８日（土） 荒天翌日順延  

午後７時４５分から 

打上場所 奥多摩町愛宕山 

◎払沢の滝ふるさと夏まつり（花火）大会 

  日 時  ８月２２日（土）午後７時半～８時  

２３日（日）午後７時半～８時  

＊２２日荒天の場合は、２３日に２日分、 

２３日荒天の場合は、２９日（土）に 

   会 場  檜原村小学校校庭 

 

◎第１２回あきる野夏まつり 

期日 ８月１日（土）１２時～２１時 （雨天決行） 

 場所 秋川駅北口駅前大通り周辺 

今年も西建協・秋川流域委員会（委員長 高丘長武）で模擬店 

を出店いたします。大勢の組合員・賛助会員の皆様のご来店を

お待ちしています。 

  ＊西建協出店内容 

   ビール・ジュース 

・焼き鳥 他 

   ＊出店時間 

１２時～２１時予定 

＊出店場所   

「西建協のぼり」あり  

 

 

 

 

 

 

 

 

広報「西建協だより」の広告掲載お願い 

来月号《８月号暑中特集》と《平成２８年１月号の新

年特集》の広告特集を企画致します。 

 例年通り名刺広告掲載を募集しています。 
   

 


